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２日目は、中堀町商店街様の協力のもと「街のいいとこ
ろ・こうなったらいいなを探そう」をテーマに、７つの班
に分かれ、ゲーム形式で楽しみながら街探検を行いました。
子ども達は、たくさんの住民の方に話を聞き、街中を歩

き回り、街のことを良く知ることができたようです。
その後、２日間のまとめを班ごとに発表し、今回学んだ

ことを披露してくれました。班の中には、学んだことを劇
で発表するなど、どの班もとても素晴らしい発表でした。
教室を終えた子どもたちからは「災害が起こったとき自

分の身を守るために大切なことを学んだ。帰って家族や友
だちにも教えたい」「街探検では、住民の人が優しく接し
て下さり、色んな話が聞けた。自分も今回の体験を生かし
思いやりある大人になりたい。」等の感想が聞かれました。

開催にあたり、ご協力いただいた指導者の皆さま、ボラ
ンティアの皆さまありがとうございました。

子どもボランティア教室
８月１日・２日、島原市福祉センターに

おいて市内小学６年生を対象とした子ども
ボランティア教室を実施しました。
子供たちに福祉の心を学んでもらおうと

毎年開催しており、今年度は４１名の参加
がありました。
１日目は、災害についての学びとして日

本赤十字社長崎県支部より講師をお迎えし
て、災害時の炊き出し体験や災害に関する
マークについてのお話、「避難時に何をもっ
ていく？」というテーマでグループワーク
を行いました。
西日本豪雨災害の映像を交えたお話もあ

り、子ども達は災害の恐ろしさ、自分たち
にできる備え、助け合うことの大切さにつ
いて学びました。



８月５日（日）親子で夏休みの思い出づくりへ、
ひとり親家庭を対象にバスハイキングを行いまし
た。今回は、佐賀の宇宙科学館へ行ってきました。
親子５１名の参加者がありました。
科学館では、夏休み期間限定の特別展が催されて
おり、親子で楽しい一日を過ごしました。

夏休みの期間の毎週
月曜日に「子ども点字教
室」を開催しました。
参加者１１名の中に

は、昨年度から２度目ま
たは、小学6年から中学
３年まで続けての参加者
もいて、全５回の教室を毎回熱心に取り組みました。
「習った点字をまとめて、学校へ提出します。」など

とても意欲的な感想が聞かれました。

６月１２日
～７月３１日
の毎週火曜日
（全７回）音
訳ボランティ
ア養成講座を
開催しました。

今回は、7名の受講者が修了されました。今後は、
視覚に障害がある方へ今回の講座を通して学んだ音訳
の知識を生かされることを期待します。

６月２日～８月２
５日の毎週土曜日、
約３ヶ月という長期
間、６名の受講者が
熱心に受講しました。
修了式では、「今回学
んだ知識を生かし、
聴覚に障害のある方
の社会参加の役に立てるよう、今後も頑張りたい。」と
意欲的な感想が聞かれました。平成３１年度は、要約
筆記者養成講座（後期）を開催予定。

「要約筆記」の活動を通して、難聴者の豊かな生
活を支えてきました。住民の皆さんに要約筆記につ
いてより知っていただくため講演会を実施します。

テーマ：要約筆記とは何か
～いま、もう一度確認しておきたいこと～
講師 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会

要約筆記部長 宇田川 芳江 様

日時：平成３０年１０月２０日（土）
１０:３０～１２:３０

場所：島原市福祉センター 大ホール
（島原市霊南１丁目１７番地）

デイサービスは、介護保険の認定を受けられた方が
一日楽しく過ごしていただく所です。
真心のお風呂はなんと「天然温泉」、しかも、昼食と
おやつは施設内で手作りしたものです。

島原市社協 デイサービスセンター 真心

島原市有明町大三東戊1352-1

（島原市有明福祉センター内）

電話 0957-65-9091
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営 業 日 日曜日～金曜日（土曜日 休み）
営業時間 ９：１０～１６：１５

【 サービス内容 】
送迎、健康チェック（血圧・体温・脈拍）
入浴、昼食、全身体操、機能訓練、レクリエーション



地域のために頑張っている人をバトンリレー方式で紹介し
ていきます。前回の隈部絹代さんからの紹介です。

約23年間、民生委員児童委員とし
て活躍されている原賀幸子さんです。
民生委員として地域の見守りや朝

のあいさつ運動に励まれています。
さらに、安中地区社協が実施する高
齢者ふれあいサロンのスタッフとし
ても活動されています。担当する魚
見団地第一集会所サロンでは、季節
毎に色んな行事を計画し、実施され
ているそうです。サロンに伺ってみ

るとみなさん、和気あいあいとした雰囲気の中で、歌や
手遊びを楽しんでおられました。
原賀さんは「民生委員として活動する中で、人との輪

が広がり自分の為にも
なっている。『人は人。
自分の器で活動してい
る。』これからも地域
との関わりを大事に、
自分なりの“目配り”を
続けていきたい。」と
話して下さいました。

今回のいい友！
原賀 幸子さん

皆さん「地区社協」をご存じですか？
島原市では７地区の地区社協があり、
住民の皆さんが協力して地域福祉活動
を行っています。それぞれの地区社協
では、工夫をこらした特色ある活動を
なされています。
このコーナーでは市社協の職員が各

地区社協の活動におじゃまして、様々
な取り組みの様子や、活動されている
役員さんの声を紹介していきます。
今回は森岳地区社協の「世代間交流

事業 梅干し作り」に行って来ました。

皆さん、「赤い羽根共同募金」を知っていますか？

名前は知っているけど、何に使われているか分から

ないという方も多いのではないでしょうか？

【高齢者会食会】 【黄色い傘贈呈事業】

実は、全国的に実施されている活動ですが、島

原市で集められた募金はほとんどが市内の福祉活動

のために使われます。例えば、高齢者の集いの場を

作る活動や子供の福祉教育など、世代を問わず様々

な活動に用いられます。また、一部は大規模災害で

のボランティア活動のために用いられています。

毎年多くの皆様にご協力を頂き、ありがとうご

ざいます。今年度の活動につきましてもご理解のう

え、ご協力いただきますようお願いします。

共同募金会島原市支会ではチャリティーボウリング

大会を実施します。日時は10月21日（日）午前10時

開始。1チーム4名（職場に限らずお友達同士でもOK）

定員20チーム。参加料は一人2,000円。詳しくは島原

市社協HP・SNSもしくは電話 63-3855まで。
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有明福祉センターでは有明温泉「美人の湯」・トレー
ニングルームをご利用いただけます。

「美人の湯」では10/31（水）～ 11/5（月）の期間、

枇杷の葉湯を実施します。
枇杷の葉の効能は、あせも改善や美肌効果などが期待さ
れます。この機会にどうぞ美人の湯をご利用ください。

開館時間・・・午前１０時００分～午後９時００分

（最終受付 午後８時３０分）

休 館 日・・・毎週火曜日

〇浴場利用料

市内一般・・・３１０円
７０歳以上及び障害者手帳
保持者の方・・・２１０円
市外一般・・・５２０円

公式SNSでは社協だよりに載せられなかった様々な地域
における福祉活動の様子をご覧いただけます。

フェイスブック ツイッター インスタグラム

＃しまばら社協 検索
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視覚障がい者のために点字で情報提供をするボラ

ンティアの養成講座を行います。

・期間 平成30年10月11日～12月13日

毎週木曜日（全10回）

・時 間 10：00～12：00

・場 所 島原市福祉センター（霊南一丁目17）

・対 象 島原市在住で点字に興味のある方

・受講料 無料

どなたでも参加できます
点字に興味がある人、ボランティ

アをしてみたい人が点字の基礎を学

ぶ講座です。皆さんの参加をお待ち

しています。

問い合わせ・申込先

島原市社会福祉協議会 電話６３－３８５５


